
近

代

文

体

史

論

小

林

茂

大

聖
［
 
明
治
初
期
の
文
体

 
私
は
こ
の
近
代
文
体
史
の
出
発
点
を
明
治
維
新
に
置
こ
う
と
思
う
。
人
間
の

精
神
や
生
活
感
情
は
、
政
治
上
の
変
革
に
よ
っ
て
直
ち
に
変
化
を
来
す
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
精
神
史
や
文
芸
思
潮
史
等
の
時
代
区
分
が
、
常
に
政
治
史
の

そ
れ
と
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。
殊
に
文
章
表
現
の
よ
う
な
も
の
に
絶
て
は

過
去
の
習
慣
に
腸
み
易
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
代
的
特
徴
を
述
べ
る
文

体
史
に
於
て
は
一
層
政
治
史
と
の
一
致
を
強
制
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
文
化
諸
現
象
の
近
代
化
を
述
べ
よ
う
と
す
る

時
、
そ
れ
は
政
治
史
に
於
け
る
と
同
様
、
．
明
治
維
新
に
出
発
点
を
置
く
こ
と
が

最
右
便
利
で
あ
り
且
つ
妥
当
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
明
治
維
新
は
周
知
の
如
く
、
民
衆
の
自
覚
を
原
動
力
と
し
て
行
わ
れ
た
民
主

的
革
命
で
は
な
く
、
封
建
制
度
自
体
の
自
壊
作
用
を
契
機
と
し
た
武
士
階
級
内

部
の
闘
争
に
よ
る
一
種
の
政
変
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
明
治
維
新
」
は
「
王
政

復
古
」
で
あ
る
と
い
う
反
対
概
念
の
上
，
に
立
っ
て
い
た
の
で
も
明
か
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
の
言
を
借
り
れ
ば
「
明
白
に
二
個
敵
対
の
大
主
義
に
導
か
れ
た
「
双

頭
の
蛇
』
パ
「
国
民
之
友
」
二
〇
七
号
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
「
維
新
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
復
古
」
で
あ
る
と
い
う
二
概
念
の
対
立

は
既
に
国
是
と
し
て
の
明
治
元
年
三
月
の
「
五
箇
條
の
御
誓
文
」
に
も
う
た
わ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
是
は
押
寄
せ
る
西
洋
帝
国
主
義
の
間
に
於

て
わ
が
国
が
自
ら
を
守
ろ
う
と
す
る
為
に
と
ら
れ
た
自
衛
的
態
度
で
あ
っ
て
大

隈
重
信
は
「
内
は
皇
室
を
尊
直
し
、
外
は
列
国
の
圧
迫
に
対
し
て
、
邦
家
を
維

持
せ
ん
と
す
る
国
民
の
精
神
」
 
（
開
国
大
勢
史
）
と
言
っ
て
居
り
「
今
の
日
本

国
人
を
文
明
に
進
む
る
は
、
此
国
の
独
立
を
保
た
ん
が
た
め
の
み
」
 
（
文
明
論

の
概
略
）
と
福
沢
諭
士
口
も
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
「
復
古
」
と
「
維
新
」
と
い
う
二
概
念
を
調
和
発
展
せ
し
め
て
、
列
国

の
圧
迫
を
排
除
し
如
何
に
し
て
日
本
の
独
立
を
維
持
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
歴

代
政
府
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
強
力
な
政
権
を
樹
立
し
て
国
力
を
統

一
し
、
黒
船
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
た
西
洋
の
物
質
文
明
の
脅
威
を
、
わ
が
国
も

そ
れ
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
「
世
界
に
求

め
」
ら
れ
た
知
識
も
西
洋
近
代
文
化
へ
の
素
直
な
耳
目
の
開
放
で
は
な
く
、
目

標
は
「
大
い
に
皇
基
を
振
起
」
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
即
ち
目
標
さ
れ

た
も
の
は
文
化
国
家
で
も
福
祉
国
家
で
も
な
い
富
国
強
兵
国
家
で
あ
っ
た
の
で
、

あ
り
、
そ
の
「
維
新
」
は
民
衆
の
近
代
的
自
覚
に
基
く
維
新
で
は
な
く
、
「
王
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政
」
の
「
復
古
」
に
よ
っ
て
国
家
を
統
一
し
、
外
敵
の
侮
り
を
防
ぐ
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
標
に
向
っ
て
傾
注
さ
れ
た
明
治
の
大
努
力
は
西
洋
の
機

械
文
明
を
短
時
日
に
学
び
と
っ
て
そ
の
速
か
な
進
歩
は
彼
等
に
驚
異
の
眼
を
瞠
．

ら
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
発
点
に
於
て
既
に
わ
が
文
化
の
勤
行
性
が

伏
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

 
従
っ
て
四
民
平
等
は
唱
え
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
ま
㌧
一
般
民
衆
の
生
活

感
情
と
な
っ
て
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
達
が
克
ち
と
っ
た
権
利
で
は
な
く
上
か

ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
明
治
の
支
配
者
達
や
指

導
者
達
は
殆
ん
ど
．
が
武
士
階
級
の
出
身
で
あ
っ
た
し
、
 
「
官
員
様
」
に
対
す
る

民
衆
の
感
情
は
旧
幕
時
代
の
「
お
武
家
様
」
に
対
す
る
感
情
と
本
質
的
に
は
鯨

り
異
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
武
士
階
級
の
教
養
は
漢
学
を
根
幹
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
“
彼
等
の
文
章
は
漢

文
体
の
文
章
で
あ
っ
た
。
簡
潔
勤
健
で
し
か
も
荘
重
な
韻
律
を
有
す
る
漢
文

体
の
文
章
は
、
封
建
制
度
の
も
と
に
養
わ
れ
た
日
本
武
士
の
ス
ト
イ
シ
ズ
ム

（
。
。
8
一
9
ω
目
）
と
威
儀
と
に
よ
く
マ
ッ
チ
す
る
。
漢
文
は
平
安
朝
時
代
以
前
か

ら
わ
が
国
の
学
問
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
 
（
O
『
け
げ
O
匹
O
属
）
で
あ
っ
た
が
公
家
階

級
の
好
ん
で
学
ん
だ
も
の
は
中
国
文
化
の
燗
熟
し
た
唐
時
代
の
詩
文
で
あ
っ

た
。
徳
川
幕
府
は
そ
の
政
治
理
念
の
嫁
点
と
し
て
仁
義
忠
孝
を
基
と
す
る
儒
教

を
奨
働
し
た
の
で
中
国
文
化
に
於
て
も
質
実
な
上
代
の
風
が
学
ば
れ
、
こ
れ
が

当
時
の
武
士
階
級
の
気
風
の
思
想
的
背
景
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
に
出
た
「
柳
橋
新
誌
」
 
（
明
治
七
年
成
島
柳
北
著
）
 
「
東
京
新
繁
盛

記
」
 
（
明
治
七
年
服
部
撫
松
著
）
 
「
花
月
新
誌
」
 
（
明
治
十
年
創
刊
十
六
年
発

行
禁
止
。
成
島
柳
北
主
宰
の
雑
誌
）
等
を
見
る
と
、
い
つ
れ
も
市
井
に
題
材
を

と
っ
た
戯
文
で
は
あ
る
が
そ
の
文
章
は
鹿
爪
ら
し
い
漢
文
体
で
あ
る
。

 
 
 
柳
橋
新
誌
 
 
 
 
北
島
柳
北

慶
磨
以
降
百
貸
の
舗
麗
筆
の
産
の
半
を
耗
し
、
而
し
て
割
烹
家
図
り
潤
屋
の

富
を
檀
に
す
る
は
何
ぞ
や
。
府
内
の
人
口
其
の
半
を
減
じ
て
、
遊
客
其
の
藪

を
倍
す
る
の
故
也
。
人
口
減
じ
て
遊
客
倍
す
る
者
は
何
ぞ
や
。
人
々
王
化
の

美
を
楽
ん
で
、
後
世
子
孫
の
計
を
為
さ
ず
、
一
銭
葱
獲
れ
ば
則
ち
食
ひ
、
一

楮
を
獲
れ
ば
則
ち
飲
む
故
な
り
。
柳
橋
の
煩
型
、
磁
歪
を
往
日
に
殊
に
す
、
河

長
、
梅
川
、
盟
を
橋
の
南
北
に
磐
ひ
、
萬
八
亦
將
に
衰
頽
の
氣
を
一
振
せ
ん

と
し
、
亀
清
、
柳
屋
は
新
境
を
新
様
様
に
拓
き
、
而
し
て
旗
幟
色
を
添
ふ
。

 
 
 
東
京
新
旧
昌
記
 
 
 

服
部
誠
一
（
撫
松
）

 
 
 
 
西
洋
目
鏡

鴻
雁
の
翔
け
る
糞
蝿
も
猶
ほ
翼
を
振
ひ
、
衣
服
の
行
は
る
㌧
三
三
も
亦
た
腰

を
拮
る
。
こ
れ
目
鏡
の
繁
昌
に
入
っ
て
而
し
て
爲
眞
と
共
に
紅
需
を
瓢
へ
す

所
以
也
。
始
め
場
を
淺
草
の
奥
山
に
開
く
者
有
り
、
後
数
回
な
ら
ず
し
て
而

し
て
藪
虚
に
及
ぶ
、
殊
に
奮
藩
邸
罐
繍
翻
街
の
新
旧
に
多
し
 
。
蓋
し
耕
さ
ず

し
て
而
し
て
食
ひ
織
ら
ず
し
て
而
し
て
回
る
者
の
工
夫
欺
。
未
だ
眞
の
市
人

に
し
て
而
し
て
此
の
観
を
費
る
者
を
見
ず
、
観
室
は
概
ね
小
塗
屋
を
築
き
、

前
面
繊
か
に
自
徳
を
塗
っ
て
而
し
て
そ
の
尻
を
拭
は
ざ
る
は
、
恰
も
竈
婦
の

白
粉
を
面
に
施
し
て
垢
を
背
に
存
す
る
に
似
た
り
。

当
時
の
翻
訳
と
し
て
は
明
治
四
年
に
中
村
見
聞
の
「
西
国
立
志
編
」
明
治
五
年

に
齊
藤
了
庵
の
「
魯
皇
孫
全
智
」
六
年
に
渡
辺
温
の
「
伊
蘇
普
物
語
」
七
年
に

小
林
謙
吉
の
「
西
洋
孝
子
流
別
奇
談
」
八
年
に
永
峯
秀
樹
の
「
開
巻
驚
奇
暗
夜
物

語
」
九
年
に
佐
藤
喜
峯
の
「
天
路
歴
程
」
十
年
遅
山
田
正
隆
の
「
回
生
美
談
」

十
一
年
に
織
田
純
一
郎
の
「
花
柳
夢
話
」
等
明
治
初
年
に
於
て
も
意
外
に
多
く

（ 134 ）



‘

出
て
居
り
、
中
に
は
「
伊
蘇
普
物
語
」
や
「
天
路
歴
程
」
の
よ
う
に
既
に
口
語

体
に
訳
し
た
も
の
も
見
え
る
が
、
大
部
分
は
生
硬
な
漢
文
体
の
文
章
を
以
て
訳

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
西
國
立
志
編
 
 
 
 
 
 
 
中
 
村
 
敬
 
宇
 
訳

 
 
 
 
原
名
自
助
論

む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

天
ハ
自
ラ
助
ク
、
ル
モ
ノ
ヲ
助
ク
（
国
Φ
⇔
〈
魯
ゲ
。
言
ω
讐
・
ω
Φ
≦
ず
。
ゲ
。
ピ

夢
①
ヨ
ω
巴
く
。
ω
。
）
ト
云
ヘ
ル
諺
ハ
、
確
然
経
験
シ
タ
ル
格
言
ナ
リ
、
僅
一
二

句
ノ
中
二
、
歴
ク
人
事
成
敗
ノ
實
験
ヲ
包
藏
セ
リ
、
自
ラ
助
ク
ト
云
コ
ハ
、

能
ク
自
主
自
立
シ
テ
、
他
人
ノ
カ
二
三
ラ
ザ
ル
コ
ナ
リ
、
自
ラ
助
ク
ル
ろ
精

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

神
ハ
、
凡
ソ
人
タ
ル
モ
ノ
・
才
智
ノ
由
テ
生
ズ
ル
ト
コ
ロ
ノ
根
原
ナ
リ
、
推

シ
テ
コ
レ
ラ
言
ヘ
バ
、
自
ラ
助
ク
ル
人
民
多
ケ
レ
バ
、
ソ
ノ
三
日
、
必
ズ
元

氣
充
實
シ
、
精
神
強
盛
ナ
ル
コ
ナ
リ
、
○
他
人
ヨ
リ
助
ケ
ヲ
受
ケ
テ
成
就
セ

ル
モ
ン
ハ
、
ソ
ノ
後
、
必
ズ
衰
フ
ル
可
ア
リ
、
シ
カ
ル
ニ
、
内
自
ラ
助
ケ
テ

為
ス
ト
コ
ロ
ノ
懐
旧
、
必
ズ
生
長
シ
テ
禦
グ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
勢
ア
リ
、
蓋
シ

我
モ
シ
他
人
ノ
為
二
助
ケ
ヲ
多
ク
為
サ
ン
ニ
ハ
、
必
ズ
ソ
ノ
人
ヲ
シ
テ
自
己

働
ミ
勉
ム
ル
ノ
心
ヲ
減
ゼ
シ
ム
ル
可
ナ
リ
、

 
 
 
開
巻
驚
奇
暴
夜
物
語
 
 

永
峯
秀
樹
訳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
タ
ス
ラ

 
鞘
王
（
弟
、
須
加
是
南
）
ハ
兄
帝
ヲ
見
送
り
燭
リ
一
室
二
閉
籠
リ
ロ
ハ
管

 
 
サ
チ
ナ
キ

身
ノ
不
幸
ヲ
思
ヒ
出
テ
悲
歎
ヤ
ル
カ
タ
ナ
キ
折
カ
ラ
心
ナ
ク
窓
ノ
開
ケ
タ
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ガ
ム
レ

慮
ヨ
リ
園
庭
ノ
草
木
ヲ
展
眸
バ
忽
チ
心
逸
ノ
男
女
青
天
白
幡
ヲ
渾
カ
ラ
ズ
青

 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ヒ
タ
ハ
ム

苔
二
坐
シ
一
封
一
封
二
相
餐
レ
ル
者
ア
リ
王
怪
シ
ミ
是
レ
何
人
ナ
ラ
ン
カ

 
 
 
 
 
ツ
ラ
ツ
ラ
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

ト
瞳
ヲ
定
メ
テ
熟
視
レ
バ
量
圖
ラ
ン
や
中
二
就
テ
最
モ
美
貌
華
服
ナ
ル
婦

人
ハ
別
人
ニ
ア
ラ
ズ
即
兄
帝
ノ
愛
后
ナ
リ
キ

近
．
代
文
体
史
論

 
 
 
花
柳
春
陰
 
 
 
 
織
田
純
一
郎
訳

 
 
ゴ
ー
ド
リ
ッ
ト
ン
原
作
「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
マ
ル
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
」

杜
鵤
血
二
叫
ン
デ
緑
樹
陰
ヲ
成
シ
晩
鶯
ロ
ヲ
箱
ン
デ
牡
丹
花
ヲ
着
ン
ト
シ
恰

モ
是
春
末
夏
初
ノ
天
ナ
リ
時
二
見
ル
繍
幕
半
バ
開
ヒ
テ
窓
下
二
萬
巻
ノ
書
ヲ

積
ミ
瓶
花
盛
ン
ニ
綻
ビ
テ
躰
上
一
二
張
ノ
琴
ヲ
置
キ
中
二
佳
麗
ナ
ル
一
少
女

（
ア
リ
ス
）
ア
リ
頭
ニ
ハ
緑
ノ
美
髪
ヲ
結
ン
デ
身
ニ
ハ
淺
紺
ノ
美
衣
ヲ
着
ケ

坐
シ
テ
籠
中
ノ
熱
三
二
新
詩
ヲ
教
ユ
傍
ラ
ニ
一
少
年
ア
リ
六
二
免
テ
頻
り
ニ

書
ヲ
讃
ミ
一
室
ノ
景
況
回
書
に
異
ナ
ラ
ズ
一
雨
此
二
人
ヲ
羨
マ
ザ
ル
モ
ノ
ア

ラ
ン
や
時
三
二
斜
陽
剰
紅
ヲ
敏
メ
テ
遠
鐘
黄
昏
ヲ
報
ズ
少
年
秩
ヲ
収
メ
少
女

二
封
シ
テ
日
ク
余
ハ
此
薄
暮
ノ
時
ヲ
愛
ス
卿
亦
然
ル
や
元
功
最
モ
此
時
ヲ
好

ム
コ
ト
恐
ラ
ク
ハ
君
ヨ
リ
モ
甚
シ
カ
ラ
ン
他
ナ
シ
唯
此
時
ハ
妾
が
君
ヲ
思
フ

ノ
情
殊
更
二
三
ナ
レ
バ
ナ
リ
疑
フ
ラ
ク
バ
君
却
テ
妾
ヲ
思
ハ
ザ
ル
ベ
シ

こ
う
い
う
文
章
が
当
時
の
知
識
階
級
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
一
方
に
は
、
江
戸
時

代
の
戯
作
式
亭
三
馬
、
山
東
略
伝
な
ど
の
も
の
や
そ
の
直
系
の
候
名
垣
魯
文
な

ど
の
作
が
市
井
に
着
て
は
盛
ん
に
読
ま
れ
て
い
た
の
で
、
．
魯
文
は
明
治
三
年
に

「
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
四
年
に
「
安
愚
楽
鍋
」
五
年
に
「
胡
瓜
遣
」
等
を
書
い

て
い
る
。

 
 
 
 
辮
灘
安
藝
楽
鍋
 
 
 

假
名
垣
魯
文

 
天
地
は
三
物
の
父
母
。
人
は
萬
物
の
霊
。
故
ゆ
ゑ
に
五
穀
草
木
鳥
獣
肉
。
是

 
が
食
と
な
る
は
自
然
の
理
に
し
て
。
こ
れ
を
食
ふ
こ
と
人
の
性
な
り
。
昔
ぐ

 
の
里
諺
に
。
盲
管
爺
の
た
ぬ
き
汁
。
因
果
鷹
報
繊
を
濡
む
る
。
か
ち
く
山

 
の
切
火
打
。
あ
ら
玉
う
さ
ぎ
も
吸
物
で
。
味
を
し
め
こ
の
喰
初
に
。
そ
ろ

 
く
開
化
し
西
洋
料
理
。
そ
の
功
能
も
深
見
草
。
牡
丹
紅
葉
の
季
を
き
ら
は
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ず
。
猪
よ
り
さ
き
へ
だ
ら
一
歩
行
。
よ
し
遅
く
と
も
怠
ら
ず
。
往
來
絶
ざ

 
る
淺
草
通
行
。
御
臓
前
に
定
鋪
の
。
名
も
高
言
の
牛
肉
鍋
。
十
人
よ
れ
ば
十
種

-
の
註
文
。
昨
晩
も
て
た
る
味
噌
を
駆
。
た
れ
を
き
か
せ
る
朝
露
り
。
生
の
か

 
は
り
の
粋
が
り
連
中
。
西
洋
書
生
漢
學
者
流
。
劉
訓
に
似
た
儒
者
あ
れ
ば
。

 
肖
柏
め
か
す
僧
も
あ
り
。
士
農
工
商
老
若
男
女
。
賢
愚
貧
福
お
し
な
べ
て
。

 
牛
鍋
食
は
ね
ば
開
化
不
進
奴
と
鳥
な
き
郷
の
組
子
傘
。
鳶
合
羽
の
翅
を
ひ

 
ろ
げ
て
遠
か
ら
ん
者
は
人
力
車
。
近
く
は
銭
湯
麟
。
藥
喰
。
牛
乳
。
乾
酪

 
世
一
正
極
油
壷
娼
牛
陽
は
こ
と
に
勇
潔
。
彼
肉
陣
の
兵
糠
と
。
土
産
に
買
ふ
も

 
最
多
き
。
人
の
出
入
の
賑
は
し
く
込
合
の
節
前
後
御
用
捨
。
御
懐
中
物
御
用

 
心
。
銚
子
の
お
か
は
り
。
お
會
計
。
お
露
ン
な
さ
い
入
ラ
ツ
し
ゃ
い
。
實
に

 
流
行
は
書
夜
を
捨
ず
繁
昌
斯
の
如
く
に
な
ん
。
さ
れ
ば
牛
は
う
し
つ
れ
の
同

冒
氣
も
と
む
る
肉
食
群
集
席
を
匠
別
し
あ
り
さ
ま
を
。
一
個
隆
々
に
穿
て
云
は

 
 
ま
つ
ざ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
が
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
こ
ん
な
も
の
で
も
あ
ら
う
か

 
こ
う
し
た
開
化
初
期
の
文
章
の
漢
文
的
表
現
と
厳
作
的
表
現
の
対
立
混
清

は
、
儒
教
的
武
士
道
的
精
神
及
び
感
情
が
未
だ
士
族
を
中
心
と
し
た
階
層
を
支

配
し
て
居
り
、
一
般
庶
民
階
級
に
は
江
戸
時
代
的
な
町
人
意
識
と
趣
昧
が
残
存

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
章
表
現
上
の
二
元
的
状
態
は

そ
の
ま
㌧
が
旧
幕
時
代
の
姿
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
間
接
に
は
明
治
維
新
が
一

般
民
衆
と
は
殆
ん
ど
無
縁
に
行
は
れ
た
政
変
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
の

で
も
あ
る
。

 
し
か
し
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
当
時
有
識
者
で
文
呪
開
化
の
た
め
に
民
衆
の
啓

蒙
甚
憶
い
元
明
六
社
の
人
達
な
ど
は
文
章
を
出
来
る
だ
け
平
易
に
し
て
芝
煮
に

入
り
易
か
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
明
六
社
と
は
明
治
六
年
に
成
立
し

た
洋
学
者
の
学
会
の
名
で
、
西
村
茂
樹
、
杉
亨
二
・
西
周
・
津
町
真
道
・
中
村

敬
語
・
福
沢
諭
吉
・
加
藤
弘
之
・
森
有
礼
等
が
居
り
、
彼
等
は
幕
府
が
安
政
三

年
に
開
設
し
た
蕃
書
調
所
の
教
官
や
幕
府
の
翻
訳
官
な
ど
の
職
に
あ
っ
た
人
達

で
あ
る
。
彼
等
の
う
ち
に
は
西
洋
に
留
学
し
て
来
た
者
も
多
く
、
幕
府
が
保
守

的
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
幕
末
期
に
は
時
代
の
主
導
的
立
場
に
立
つ
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
維
新
と
共
に
文
明
開
化
の
先
頭
に
立
ち
毎
月
定
期
的

に
公
開
講
演
を
行
い
ま
た
「
明
六
雑
誌
」
を
刊
行
し
て
欧
米
近
代
思
想
に
よ
る

啓
蒙
運
動
を
展
開
し
た
。
從
っ
て
彼
等
の
文
章
は
文
飾
に
煩
わ
さ
れ
た
美
文
的

漢
文
調
で
も
、
七
五
調
の
因
襲
的
リ
ズ
ム
と
駄
洒
落
に
毒
せ
ら
れ
た
戯
作
調
で

も
な
い
、
真
面
旨
で
論
理
的
で
し
か
も
平
易
な
一
種
の
新
し
い
文
体
で
あ
っ

た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
福
沢
諭
吉
の
文
章
で
あ
る
が
、
加
藤
弘
之
も
明
治

三
年
に
そ
の
「
眞
政
大
意
」
に
言
文
一
致
を
用
い
て
い
る
。

 
 
 
 
せ
か
い
く
に
つ
く
レ

 
 
 
 
世
界
國
蓋
明
治
二
年
 
 
 
 
福
沢
諭
吉

 
 
 
 
（
発
 
 
端
）

 
せ
か
い
ひ
ろ
ば
ん
こ
く
 
 
 
 
 
お
ほ
よ
そ
い
つ
～
わ
 

み
や
う
も
く
 
あ

 
世
界
は
廣
し
萬
國
は
お
ほ
し
と
い
へ
ど
大
凡
五
に
分
け
し
名
目
は
「
亜

 
じ
あ
 
 
 
 
あ
ふ
り
か
 
 
 
え
う
ろ
つ
ば
 
き
た
 
み
な
み
 
 
あ
め
り
か
 
 
 
さ
か
ひ

 
細
亜
」
 
「
亜
非
利
加
」
 
「
欧
羅
巴
」
北
と
南
の
「
亜
米
利
加
」
に
堺
か
ぎ

 
 
 
 
だ
い
し
う
た
い
や
う
し
う
 
 
べ
つ
 
 
 
 
み
な
み
 
し
ま
 
ど
な
へ
 
 
 
と
ち
 
 
ふ
う
そ
く

 
り
て
五
大
洲
大
洋
洲
は
別
に
ま
た
南
の
島
の
名
穂
な
り
土
地
の
風
俗

 
に
ん
じ
ゃ
う
 
と
こ
ろ
か
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ま
ハ
＼
 
 
し
 
 
 
 
 
 
ひ
と

 
人
情
も
庭
攣
れ
ば
し
な
か
は
る
そ
の
様
々
を
知
ら
ぎ
る
は
人
の
ひ
と
た

 
 
か
ひ
 
 
 
 
 
ま
な
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ん
じ
 
あ
そ
 
わ
ら
は
べ
 
 
に
は

 
る
甲
斐
も
な
し
學
び
て
得
べ
き
こ
と
な
れ
ば
文
字
に
遊
ぶ
童
子
へ
庭
の

 
を
し
へ
 
こ
と
は
じ
め
 
 
ふ
で
 
 
 
 
あ
・
3
7
ま
し
 
 
 
 
 
と
こ

 
訓
の
事
始
ま
つ
筆
と
り
て
大
略
を
し
る
す
所
は

 
 
 
 
亜
細
亜
洲

 
ま
う
 
ち
き
う
 
 
 
 
 
 
ち
 
 
に
し
 
さ
き
 
 
 
に
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
へ
 
 
 
 
 
み
ら

 
圓
き
地
球
の
か
よ
ひ
路
は
西
の
先
に
も
西
あ
り
て
ま
は
れ
ば
蹄
る
も
と
の
路

 
た
ま
き
 
 
は
し
 
か
ぎ
り
 
 
 
た
い
へ
い
か
い
 
 
に
し
 
か
た
 
 
あ
じ
あ
し
う
 
 
 
ひ
が
し
 
 
 
わ
が

 
環
の
端
の
際
限
な
き
太
平
海
の
西
の
方
「
亜
細
亜
洲
」
の
東
な
る
我

 
に
つ
ぼ
ん
 
 
は
じ
め
 
 
に
し
 
 
 
 
 
 
の
り
い
だ
 
 
 
・
く
に
ん
＼
た
つ
ぬ

 
「
日
本
」
を
始
と
し
西
の
か
た
へ
と
乗
出
し
そ
の
官
金
を
量
る
に
（
下
略
）
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學
問
の
す
㌧
め
初
編
 
明
治
五
年
 
 
 
 
福
 
沢
 
諭
 
吉

天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
云
へ
り
。
さ
れ
ば
天

よ
り
人
を
生
ず
る
に
は
、
，
萬
人
は
萬
人
皆
同
じ
位
に
し
て
、
生
れ
な
が
ら
貴

蔑
上
下
の
差
別
な
く
、
萬
物
の
霊
た
る
身
と
心
と
の
働
を
以
て
天
地
の
間
に

あ
る
よ
う
つ
の
物
を
曇
り
、
以
て
衣
食
住
の
用
を
達
し
、
自
由
自
在
、
互
に

人
の
妨
を
な
さ
ず
し
て
各
安
楽
に
こ
の
世
を
渡
ら
し
め
給
ふ
の
趣
意
な
り
。

さ
れ
ど
も
今
津
く
此
の
人
間
世
界
を
見
渡
す
に
、
か
し
こ
き
人
あ
り
、
お
ろ

か
な
る
人
あ
り
、
貧
し
き
も
あ
り
、
富
め
る
も
あ
り
、
貴
人
も
あ
り
、
下
人

も
あ
り
て
、
其
有
様
雲
と
泥
と
の
相
違
あ
る
に
似
た
る
は
何
ぞ
や
。
其
次
第

甚
だ
明
な
り
。
實
語
教
に
、
人
學
ば
ぎ
れ
ば
智
な
し
、
智
な
き
者
は
愚
人
な

り
と
あ
り
。
さ
れ
ば
賢
人
と
愚
人
と
の
別
は
學
ぶ
と
學
ば
ぎ
る
と
に
由
て
出

罵
る
も
の
な
り
。
 
（
下
略
）

 
 
 
眞
政
大
意
（
巻
下
）
明
治
三
年
 
 
加
藤
弘
之

き
て
だ
ん
一
ま
を
 
ご
と
 
 
ま
 
 
だ
い
 
け
ん
ぼ
ふ
 
た
 
 
 
 
さ
て
し
ん
み
ん
せ
い
め
い
け
ん
り

倦
段
々
申
ス
如
ク
。
先
ヅ
第
一
憲
法
ヲ
立
テ
・
。
楮
臣
氏
ノ
生
命
縫
利

お
よ
 
し
い
う
 
み
つ
 
 
 
し
じ
う
ほ
ご
 
 
 
 
 
 
 
ち
じ
ゆ
つ
 
だ
い
 
き
ふ
む

及
ビ
私
有
ノ
三
ツ
ヲ
始
終
保
護
ス
ル
ノ
ガ
。
治
術
ノ
第
一
急
務
デ
ゴ
ザ
ル

 
 
そ
ん
，
 
 
 
こ
の
こ
と
 
 
た
し
か
 
 
で
き
 
 
 
 
 
そ
 
 
 
せ
い
ふ
 
し
ょ
く
し
や
う

ガ
。
左
様
ナ
ラ
バ
此
事
サ
へ
髄
二
昏
惑
レ
バ
。
夫
レ
デ
政
府
ノ
 
職
 
掌

 
す
い
け
っ
さ
う
 
こ
ま
た
お
ひ
／
、
せ
い

ハ
濟
ム
カ
ト
云
フ
ニ
。
決
シ
テ
左
様
デ
ハ
ナ
イ
。
是
レ
カ
ラ
又
追
々
ト
政

ふ
 
 
し
よ
く
し
ゃ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
っ
と
 
こ
の
せ
い
ふ
 
し
ょ
く
し
や
う
 
 
つ
い
・

府
ノ
職
掌
ガ
ア
ル
デ
ゴ
ザ
ル
。
尤
モ
此
政
府
ノ
職
掌
二
付
テ

 
 
こ
ら
い
 
 
が
く
し
ゃ
 
ぎ
う
ん
 
い
ろ
一
 
わ
か
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
た
い
え
う

ハ
。
古
來
ヨ
リ
学
者
ノ
議
論
が
色
々
二
分
レ
テ
居
ル
ナ
レ
ド
モ
。
先
ヅ
大
要

「
と
ほ
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
だ
い
 
う
ん
 
た
い
い
 
ま
を
 
 
 
み
 
 
 
 
せ
い

三
通
リ
ニ
臨
ス
ル
ー
ヂ
ヤ
ガ
。
其
第
一
論
ノ
大
意
ヲ
申
シ
テ
見
レ
バ
。
政

ふ
 
し
ょ
く
し
や
う
 
 
い
 
 
 
 
し
ん
み
ん
 
せ
い
め
い
け
ん
り
し
い
う
 
 
 
 
た
し
か
 
ほ
ご

府
ノ
職
掌
ト
云
フ
ハ
。
臣
民
ノ
生
命
好
期
私
有
ノ
三
ツ
ヲ
髄
二
保
護

 
 
 
 
 
し
じ
う
こ
の
こ
と
 
 
お
こ
た
 
 
 
 
 
ほ
か
 
せ
い
ふ
 
し
ょ
く
し
や
う
 
 
い

ス
ル
ノ
ミ
デ
。
始
終
此
事
サ
へ
怠
ラ
ネ
バ
。
外
二
政
府
ノ
職
 
掌
ト
云
フ

近
 
代
 
文
体
 
史
 
論

ハ
ナ
イ
。
 
（
下
略
）

第
二
 
言
文
一
致
運
動

 
文
字
は
言
語
の
記
号
で
あ
る
か
ら
、
口
述
語
（
話
し
言
葉
）
と
記
載
語
（
書

き
言
葉
）
は
当
然
一
致
す
る
筈
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
然
が
実
際
に
は
当
然

に
行
わ
れ
な
い
の
で
何
処
の
国
で
も
口
述
語
と
記
載
語
の
間
に
は
常
に
点
る
程

度
の
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
先
づ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
口
述
語
は
そ
れ
が
上
手
な
表
現
で
あ
っ
て
も
下

手
な
表
現
で
あ
っ
て
も
、
言
う
後
か
ら
ど
ん
ど
ん
消
え
て
し
ま
っ
て
、
決
し
て

そ
の
ま
㌧
の
形
で
後
に
残
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
ゴ
聴
者
の
記
憶
の

中
に
姿
を
留
め
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
は
甚
だ
不
確
な
も
の
で
あ
り
、
且
つ

極
め
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
聴
者
の
記
憶
と
し
て
保
存
ざ
れ
た
も
の

は
、
そ
れ
を
・
直
ち
に
文
字
に
書
き
留
め
た
も
の
の
よ
う
に
正
確
で
も
客
観
的
で

も
あ
り
得
な
い
。
 
一
旦
文
字
に
記
載
さ
れ
た
言
葉
は
、
そ
の
期
間
に
長
短
の
差

は
あ
る
が
兎
も
角
そ
の
ま
㌧
の
形
で
後
に
残
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
口
述
語
の
行
わ
れ
る
場
を
見
る
と
、
話
者
に
対
し
て
一
人
或
は
そ
れ
以

上
の
聴
者
が
其
処
に
居
る
の
で
あ
る
。
話
す
と
い
ヶ
ご
と
は
、
話
者
が
一
方
的

に
話
す
場
合
で
も
、
聴
者
か
ら
何
等
の
制
約
を
受
け
ず
に
話
し
得
る
も
の
で
は

な
く
、
話
者
と
聴
者
と
の
関
係
や
そ
の
場
の
状
況
、
聴
者
の
示
す
反
応
や
理
解

が
表
わ
す
表
情
等
が
話
者
の
顧
慮
ど
な
り
、
そ
れ
が
種
々
の
形
に
於
て
話
者
を

制
約
す
る
要
素
と
な
る
。
し
か
る
に
記
載
語
の
場
合
に
於
て
は
こ
れ
ら
の
現
場

的
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
言
葉
を
文
に
記
載
す
る
場
合

に
も
、
そ
の
文
を
読
む
者
を
念
頭
に
置
い
て
書
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
読
者
か
ら
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ン
の
制
約
を
全
然
受
け
て
い
な
い
と
は
言
い
な
い
が
、
そ
の
読
者
は
文
を
書
く
者

 
の
頭
の
中
に
描
か
れ
た
読
者
で
あ
っ
て
直
接
的
現
実
的
な
も
の
で
は
な
く
、
文

 
を
書
く
人
に
よ
っ
て
自
由
に
変
換
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
次
に
白
述
語
の
場
合
は
一
度
口
外
さ
れ
た
言
葉
は
言
い
直
す
ご
と
'
は
出
来
て

 
も
前
言
を
聴
者
の
記
憶
か
ら
完
全
に
彿
拭
し
て
し
ま
う
こ
と
が
出
来
な
い
上
に

 
そ
れ
が
相
手
を
前
に
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
一
定
の
速
度
が
要

 
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
記
載
語
の
場
合
に
於
て
は
こ
れ
ら
の
制
約
か
ら
解
放

 
さ
れ
充
分
表
現
効
果
を
考
え
た
上
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

 
 
更
に
記
載
語
の
場
合
は
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
た
文
字
の
外
自
己
の
表
現
を

 
果
す
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
口
述
語
の
場
合
に
於
て
は
、
言
葉
自
体
の
意

 
味
の
外
に
言
葉
調
子
（
一
目
叶
O
目
P
け
δ
昌
）
、
身
振
ヶ
、
態
度
、
表
情
な
ど
が
語
ら

 
れ
て
い
る
言
葉
を
背
後
か
ら
支
え
て
、
そ
の
意
味
や
感
じ
を
補
足
し
て
く
れ
る

 
の
で
あ
る
。
が
、
記
載
語
の
場
合
字
形
の
外
は
そ
う
し
た
補
足
し
て
く
れ
る
も

 
の
を
欠
く
か
ら
、
文
そ
の
も
の
y
中
に
そ
の
欠
け
た
も
の
を
創
り
出
し
て
行
か

 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
記
載
語
に
よ
る
文
章
は
自
述
語
に
よ
る

 
言
葉
よ
り
も
、
表
現
上
の
工
夫
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
 
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
属
す
る
地
域
、
階
級
、
職
業
、
教
養
、
年
令
等
に
よ
っ

 
て
、
そ
の
思
考
、
感
情
、
感
覚
の
仕
方
に
一
種
の
共
通
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

 
る
が
、
そ
の
共
通
性
は
所
属
を
異
に
す
る
相
互
に
於
て
は
同
時
に
差
異
性
で
あ

 
る
。
し
か
し
同
時
代
に
於
て
は
そ
れ
ら
の
差
異
も
相
互
の
通
達
（
8
8
ヨ
＝
『

 
 
一
8
鉱
。
口
）
に
大
き
な
支
障
を
来
さ
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
思

 
考
感
情
等
は
社
会
状
勢
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
代
が
変
り

 
社
会
状
勢
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
言
語
も
次
第
に
変
化
し
、
長
い
年
代
に
隔
て

 
ら
れ
る
と
、
特
別
の
学
習
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
意
味
を
明
か
に
し
難
い
ほ
ど

の
大
き
な
差
異
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
言
語
の
変
化
は
、
言
葉
が
現
実

に
活
動
し
て
い
る
間
に
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
活
動
性
の
強
い
口
述
語

の
世
界
に
於
て
起
る
の
で
、
記
載
語
の
世
界
に
於
て
は
口
述
語
の
世
界
に
於
け

る
ほ
ど
活
澄
で
は
な
い
。
と
言
ヶ
の
は
文
を
書
く
場
合
常
に
口
述
語
の
よ
う
に

書
け
ば
問
題
は
起
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
記
載
語
は
表
現
的
に
工

夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
記
載
語
は
記
載
語
を
手
本
と
す
る
よ
う
に
な
り
、

時
代
を
隔
て
る
に
従
っ
て
次
第
に
口
述
語
と
記
載
語
は
二
つ
の
途
を
別
々
に
歩

く
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
距
離
が
大
き
く
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

 
バ
イ
イ
（
O
三
口
①
ω
し
σ
巴
ζ
）
は
人
間
の
言
語
活
動
の
歴
史
を
顧
み
て
、
そ
れ

は
美
的
理
想
も
論
理
的
理
想
も
追
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
徒
労
の
連
続
で

あ
る
と
考
え
た
が
、
彼
は
な
お
か
っ
そ
う
し
た
中
に
も
、
人
間
の
よ
き
も
の
に
対

す
る
渇
仰
、
万
物
完
成
の
信
仰
に
希
望
を
つ
な
ぎ
、
人
間
の
生
活
と
言
語
の
進
歩

を
信
じ
よ
う
と
し
た
。
「
言
語
活
動
と
生
活
」
い
O
訂
口
ゆ
亀
山
ひ
q
①
曾
一
9
乱
O
（
一
9
G
）

 
い
つ
れ
の
国
で
も
政
治
や
文
化
や
経
済
の
中
心
地
の
言
葉
は
強
い
伝
播
力
を

持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
言
葉
の
美
的
価
値
或
は
論
理
的
価

値
の
た
め
で
は
な
い
。
言
葉
自
身
の
持
つ
そ
れ
ら
の
価
値
の
た
め
に
そ
れ
が
眞

似
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
，
そ
れ
ら
の
言
語
の
背
後
に
あ
る
生
活
価
値
の
魅
力
に

よ
っ
て
眞
似
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
田
舎
者
が
都
会
の
言
葉
を
眞
似
る
の
は
、
都

会
の
言
葉
の
美
的
価
値
や
論
理
的
価
値
の
認
識
に
立
っ
て
そ
う
す
る
の
で
は
な

く
都
会
人
の
生
活
が
自
分
達
の
生
活
よ
り
経
済
的
ま
た
は
文
化
的
に
価
値
が
高

い
と
思
っ
て
居
る
と
こ
ろ
が
ら
そ
う
す
る
の
で
あ
る
9
だ
か
ら
自
分
達
の
生
活

価
値
に
自
負
を
持
っ
て
い
る
地
域
に
於
て
は
そ
の
方
言
を
捨
て
よ
う
と
し
な
い

傾
向
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
今
日
京
阪
地
方
の
方
言
は
自
ぢ
を
卑
下
し
て
い
な

い
し
、
明
治
初
期
に
於
て
薩
摩
や
長
州
の
方
言
が
書
生
や
壮
士
の
言
葉
と
レ
て

（ 138 ）



東
京
に
於
て
も
幅
を
き
か
し
た
の
は
、
明
治
新
政
府
の
要
人
が
多
く
薩
長
の
出

身
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

 
わ
が
国
の
言
語
史
を
見
る
と
、
武
士
階
級
が
政
治
的
社
会
的
に
主
導
権
を
握

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
漸
く
言
文
不
一
致
の
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
来
た
。
武

士
は
侍
（
さ
む
ら
い
）
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
に
元
来
は
公
家
階
級
の
從
者
ま
た

は
護
衛
者
で
あ
っ
た
の
で
文
化
の
創
造
者
で
も
荷
担
者
で
も
な
か
っ
た
。
従
っ

て
彼
等
は
政
治
の
主
導
権
を
執
る
に
至
っ
て
も
文
化
的
に
は
全
く
自
信
が
な
く

文
化
の
面
に
於
て
は
堂
上
貴
族
を
尊
敬
し
そ
の
文
化
に
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
。

一
方
政
治
的
に
敗
残
者
の
地
位
に
転
落
し
た
公
家
階
級
は
、
文
化
の
創
造
に
於

て
も
骨
導
を
保
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
自
ら
の
権
威
の
保
持
を
文
化
の
担
い

手
と
し
て
の
地
位
に
か
け
、
出
来
る
だ
け
祖
先
の
創
造
し
た
文
化
を
尊
厳
に

し
て
価
値
あ
る
も
の
に
見
せ
よ
う
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
中
世
期
の
尚
古

的
風
潮
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
源
が
あ
る
。
 
「
何
事
も
、
ふ
る
き
世
の
み
ぞ

し
た
は
し
き
。
今
様
は
む
げ
に
い
や
し
く
こ
そ
な
り
ゆ
く
め
れ
」
と
兼
行
法
師

は
歎
じ
て
い
る
。
和
歌
の
家
に
門
閥
が
起
っ
た
こ
と
（
二
條
、
．
京
極
家
の
対

立
）
 
「
古
今
伝
授
」
等
の
伝
授
思
想
が
起
っ
た
こ
と
な
ど
は
当
時
の
公
家
階
級

が
文
化
荷
担
者
と
し
て
の
自
己
の
地
位
を
守
る
こ
と
に
如
何
に
汲
々
た
る
も
の

が
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
、
武
士
階
級
の
保
護
の
も
と
に
そ
の
風

尚
を
反
映
し
て
発
達
し
た
能
楽
の
詞
章
を
見
る
と
、
過
去
の
由
緒
あ
る
文
章
語

の
お
び
た
ゴ
し
い
引
用
が
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
5
に
も
極
端
な
前
代
文
化
へ
の

憧
憬
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
も
既
に
庶
民
階
級
の

自
覚
が
次
第
に
萌
芽
を
現
わ
し
か
け
て
い
る
現
象
も
見
ら
れ
る
の
で
、
能
楽
と

共
に
演
ぜ
ら
れ
た
狂
言
に
は
当
時
の
口
述
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
口
述
語
が
滑
稽
を
主
と
す
る
演
伎
に
だ
け
し
か
用
い
ら
れ
な
か
っ

近
 
代
文
体
史
論

た
と
こ
ろ
に
、
未
だ
口
述
語
が
芸
術
的
言
語
と
し
て
充
分
な
資
格
が
与
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
公
家
の
間
に
発
達
し
た
言
葉
は
雅
語

と
呼
ば
れ
て
尊
敬
さ
れ
て
文
章
語
の
資
格
を
独
占
し
、
こ
れ
に
対
し
現
実
に
庶

民
の
間
に
用
い
ら
れ
て
い
た
口
述
語
は
俗
語
と
卑
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
近
世
に
至
る
と
庶
民
階
級
の
経
済
力
の
上
昇
と
こ
れ
に
伴
う
自
覚
に
よ
る
文

化
的
要
求
は
、
彼
等
の
日
常
の
口
述
語
を
た
ゴ
ち
に
文
章
語
に
す
る
機
運
を

開
く
に
至
っ
だ
。
 
「
俳
譜
の
益
は
俗
語
を
正
す
也
」
と
芭
蕉
は
言
っ
て
い
る
。

が
、
こ
の
言
葉
に
は
ま
た
日
常
の
口
述
語
を
鍛
練
し
て
芸
術
的
表
現
に
堪
え
る

も
の
に
す
る
こ
と
を
俳
譜
に
於
け
る
ひ
と
つ
の
使
命
と
考
え
た
彼
の
目
標
が
具

わ
れ
る
。
次
第
に
多
く
の
庶
民
階
級
の
作
家
が
現
わ
れ
、
彼
等
の
日
常
の
口
述

語
を
以
て
作
品
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
身
分
階
級
の
厳
守
せ
ら
れ
た
当
時

に
煮
て
は
武
家
階
級
と
庶
民
階
級
と
は
日
常
の
口
述
語
に
於
て
も
可
成
の
差
異

が
あ
り
、
し
か
も
社
会
的
に
は
武
家
階
級
の
下
位
に
立
ち
、
政
治
的
発
言
権
を
全

く
奪
わ
れ
て
い
た
庶
民
階
級
の
者
が
自
ら
の
思
考
感
情
を
表
現
す
る
に
は
正
面

か
ら
の
積
極
的
発
言
は
不
可
能
で
あ
っ
だ
と
こ
ろ
が
ら
諏
刺
、
虎
髭
或
は
自
嘲

と
い
う
形
で
発
言
す
る
の
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
所
謂
戯
作
調

と
称
す
る
表
現
態
度
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
。
 
 
 
、

 
明
治
維
新
が
、
民
衆
の
自
覚
に
よ
っ
て
起
っ
た
民
主
革
命
で
な
く
、
武
士
階

級
の
問
に
行
わ
れ
た
一
種
の
政
変
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
治
の
形
は

変
っ
て
も
民
衆
の
生
活
感
情
に
は
旧
幕
時
代
の
も
の
が
そ
の
ま
㌧
残
存
し
て
い

た
こ
と
は
既
に
第
一
章
に
於
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
そ
れ
が
外
国
か
ら
強
要
さ
れ
た
開
国
で
あ
っ
て
為
、
世
界
に
向
っ

て
開
か
れ
た
耳
目
は
次
第
に
わ
が
国
民
の
生
活
を
変
貌
せ
し
め
ず
に
は
措
か
な

か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
革
新
の
先
頭
に
立
っ
て
啓
蒙
に
努
め
た
の
が
明
六
社
の
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人
々
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
文
字
は
思
想
を
伝
達
す
る
記
号
で
つ
て
文
化
の
発
達
に
重
要
な
関
係
を
及
ぼ

す
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
於
て
従
来
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
は
假
名
文
字

と
漢
字
が
あ
り
、
中
国
文
化
へ
の
依
存
は
既
に
過
去
の
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に

代
っ
て
欧
米
の
文
化
の
吸
収
が
焦
眉
の
問
題
に
変
っ
て
来
た
時
代
に
於
て
漢
字

の
学
習
が
学
問
の
進
歩
に
不
必
要
噸
負
担
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
識
者
の
問
題

と
な
っ
た
こ
と
は
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
漢
字
廃
止
を
嘔
え
た
も
の
に
は
早
く
慶
応
二
年
に
前
島
来
輔
が
時
の
将
軍

徳
川
慶
喜
に
奉
っ
た
「
漢
字
御
廃
止
の
儀
」
と
い
う
建
白
が
あ
っ
た
が
、
明
六

雑
誌
創
刊
号
に
は
西
周
の
「
洋
字
ヲ
以
テ
国
書
ヲ
書
ス
ル
ノ
論
」
が
載
せ
ら
れ

後
に
初
代
の
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
森
有
心
は
英
語
を
以
っ
て
国
語
と
す
べ
し

と
さ
へ
言
っ
た
。
西
の
洋
字
論
は
後
の
ロ
ー
マ
使
古
の
濫
賜
を
な
す
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
国
語
表
記
の
問
題
に
止
ま
っ
て
言
文
を
一
致
せ
し
む
べ
し
と
の

提
唱
で
は
な
く
そ
め
言
う
と
こ
ろ
は
文
語
の
ま
㌧
の
．
ロ
ー
マ
字
表
記
で
あ
っ

た
。
し
か
し
言
文
一
致
の
提
唱
は
既
に
前
島
来
輔
の
「
漢
字
御
廃
止
の
儀
」
の

 
但
口
舌
に
す
れ
ば
談
話
と
な
り
、
筆
書
に
す
れ
ば
文
章
と
な
り
、
鉱
害
筆
記

 
の
七
転
の
趣
を
異
に
せ
ざ
る
様
に
は
仕
度
事
に
奉
存
候

と
あ
る
文
に
表
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
言
文
一
致
論
の
最
も
早
い
も
の
は
明
治
十
七
年
十
月

発
行
の
「
学
士
会
雑
誌
」
第
七
篇
に
掲
げ
ら
れ
た
神
田
孝
平
の
「
文
章
論
を
読
む
」

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
西
村
茂
樹
の
述
べ
た
「
文
章
改
良
論
」
を
迂
遠
な
り
と
し
て
、

言
文
を
一
致
せ
し
め
る
こ
と
の
急
務
な
る
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
六

年
十
一
月
鹿
鳴
館
が
落
成
し
、
二
十
年
四
月
に
は
時
の
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
主

催
の
も
と
に
盛
大
な
軽
装
会
が
そ
こ
で
催
さ
れ
た
。
こ
の
前
後
数
年
間
が
所
謂

鹿
鳴
館
時
代
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
わ
が
国
に
と
っ
て
不
利
益
不
面
目
な
條

約
を
改
正
す
る
た
め
に
、
政
府
の
奨
励
に
よ
っ
て
性
急
な
欧
米
化
が
行
わ
れ
、
種

々
の
改
良
運
動
が
起
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
早
く
一
部
有
識
者
に
よ
っ
て
考
え

ら
れ
て
い
た
国
字
国
文
の
改
良
も
、
こ
の
時
期
の
改
良
運
動
の
機
運
に
乗
じ
て

盛
ん
に
論
議
さ
れ
出
し
た
。
国
字
の
改
良
運
動
と
し
て
の
「
か
な
文
字
運
動
」
「
ロ

ー
マ
字
運
動
」
国
文
の
改
良
運
動
と
し
て
は
「
言
文
一
致
運
動
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

 
こ
の
頃
言
文
一
致
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
前
記
の
外
、
物
集
高
見
、
小
中

村
清
矩
、
有
賀
長
雄
、
坪
内
迫
遙
、
山
田
美
妙
、
森
鴎
外
の
諸
氏
が
あ
る
が
、

以
下
画
集
高
見
と
坪
内
迫
遙
雪
占
の
論
ず
る
と
こ
ろ
を
み
よ
う
。

 
明
治
十
九
年
帝
国
大
学
教
授
物
集
高
見
は
「
言
文
一
致
」
と
い
ふ
小
冊
子
を

刊
行
し
た
が
、
こ
れ
は
彼
が
「
か
な
の
会
」
で
行
っ
た
講
演
の
草
稿
を
後
で
上

木
し
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
七
章
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
が
、
彼
が
言
文
一
致
を

主
張
す
る
論
嫁
ば
四
つ
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
一
は
、
言
文
を
一

致
さ
せ
る
と
字
句
か
ら
起
る
誤
解
が
な
く
な
り
、
從
っ
て
字
句
の
釈
義
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
自
然
無
用
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
全
体
、
は
な
し
は
、
人
の
よ
く
わ
か
る
様
に
、
は
な
す
の
が
、
よ
か
ら
う
。
然

 
る
時
は
、
其
は
な
し
を
、
書
い
た
も
の
も
よ
く
わ
か
る
様
に
、
書
く
の
が
よ
か

 
ろ
う
と
こ
ろ
で
た
と
へ
、
は
な
す
様
に
書
い
た
と
て
、
は
な
す
様
に
は
、
ゆ
か

 
ぬ
故
に
、
別
し
て
書
き
方
に
は
、
氣
を
つ
け
ね
ば
、
な
る
ま
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

 
は
な
す
様
に
、
書
き
と
り
て
、
な
る
た
け
、
わ
か
り
易
く
、
す
る
が
よ
か
ら

 
う
。
左
様
に
さ
へ
す
れ
ば
、
意
味
違
ひ
の
、
心
得
違
ひ
の
、
行
違
ひ
の
、
思

 
ひ
違
ひ
の
、
漁
れ
は
、
左
様
な
考
へ
で
は
書
か
な
ん
だ
、
な
ど
と
、
争
ふ
や

 
う
な
、
間
違
は
な
く
な
り
、
間
違
か
ら
起
る
、
詞
訟
も
な
く
な
り
、
血
税
を

 
血
を
搾
る
か
と
、
「
考
へ
違
ふ
た
な
ど
は
、
昔
の
話
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
學
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、

 
通
な
ゼ
で
は
、
教
員
を
も
、
へ
ら
す
事
が
出
来
て
、
民
費
が
へ
ら
う
。

そ
の
二
は
言
文
を
一
致
さ
せ
る
と
国
語
が
統
一
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
ま
で
の
文
通
が
、
手
紙
の
文
句
を
、
一
様
に
し
た
、
力
を
考
へ
ま
す
れ

 
ば
、
若
し
、
今
に
て
も
、
は
な
し
と
、
文
句
と
を
同
様
に
し
て
郵
便
を
、
や
，

 
と
ふ
こ
と
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
日
本
全
國
の
こ
と
ば
が
、
一
人
の
様
に
、

 
な
り
ま
し
て
、
＋
返
舎
も
、
筆
を
、
す
つ
る
で
あ
り
ま
せ
う
。

と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
三
は
言
文
一
致
に
な
れ
ば
国
語
が
美
し
く
な
る
と
い
う

の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は

 
書
く
と
な
る
と
、
氣
を
つ
け
出
し
ま
す
。
現
に
、
芝
居
の
嘉
詞
は
、
書
く
の

 
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
無
用
の
詞
は
、
一
句
も
な
く
、
立
派
に
、
水
き
は
だ

 
ち
て
、
を
り
ま
す
。
書
く
の
で
な
く
て
も
、
か
や
う
な
れ
ば
、
書
い
て
、
跡

 
に
、
形
を
憾
む
る
上
か
ら
は
、
ど
う
し
て
、
雲
助
詞
を
、
出
し
ま
せ
う
そ
、

 
必
ず
、
立
派
に
な
る
に
は
、
違
ひ
あ
り
ま
す
ま
い
。

と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
四
は
、
口
語
こ
そ
本
当
に
生
き
た
言
葉
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

 
自
身
の
、
腹
か
ら
出
る
は
、
天
然
な
れ
ば
、
生
き
て
を
る
が
、
人
の
眞
似
を

 
す
る
は
、
似
せ
も
の
な
れ
ば
死
に
て
を
る
。

と
言
い
、

 
人
眞
似
の
魏
鵡
文
は
、
や
め
て
し
ま
う
て
、
自
身
の
口
か
ら
、
天
然
自
然
と
．

 
湧
き
出
る
、
南
濃
な
、
生
き
た
は
な
し
を
、
生
き
た
ま
㌧
に
、
書
い
た
な
ら

 
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
誠
に
よ
か
ろ
う
ど
、
思
は
る
。

と
言
っ
て
い
る
。
而
し
て
口
語
体
は
対
話
体
と
記
述
体
と
に
分
け
る
べ
き
で
あ

る
と
し
、
記
述
体
の
文
は
敬
語
を
除
け
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
言
文
一
致
」
に
言
う
と
こ
ろ
は
、
主
旨
は
わ
か
る
が
、
一
日
で
書
き
あ

近
 
代
 
文
体
史
 
論

げ
た
と
言
っ
て
い
る
だ
け
口
述
語
と
記
載
語
の
本
質
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
充

分
で
あ
り
、
た
ゴ
そ
の
効
果
に
つ
い
て
だ
け
の
甚
だ
誇
示
的
楽
観
的
な
議
論
で

あ
る
が
、
当
時
の
国
文
学
者
の
立
場
か
ら
の
意
見
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

 
同
じ
十
九
年
の
五
月
と
七
月
の
「
中
央
美
術
雑
誌
」
に
載
せ
ら
れ
た
坪
内
迫

遙
の
「
新
文
章
論
」
に
は
ま
た
、
作
家
の
側
か
ら
考
え
ら
れ
た
言
文
一
致
に
つ

い
て
の
異
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。

 
彼
は
ま
ず
文
章
は
談
話
の
舟
車
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
、
て
自
己
の
心
の
働

き
を
他
人
に
ま
で
運
び
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
文
を
先
に
し
て
意

を
後
に
し
、
文
の
為
に
文
を
綴
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
い
、
次
に
文
章
を
人
間

心
理
の
知
・
情
・
意
に
対
応
し
て
三
つ
の
類
型
に
分
け
、
知
・
情
．
意
は
そ
の

発
達
段
階
か
ら
言
う
と
感
情
が
知
力
や
意
志
に
先
だ
っ
て
発
達
す
る
の
で
あ
っ

て
、
感
情
は
智
の
元
で
あ
り
意
志
の
母
で
あ
っ
て
人
類
進
歩
の
根
元
で
あ
る
と

言
い
、
そ
こ
か
ら
文
章
に
於
て
は
「
文
は
感
情
を
表
す
る
を
主
と
す
。
感
情
を

表
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
文
辞
は
文
の
完
美
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
言
う
。
で

は
如
何
な
る
文
章
が
最
も
感
情
を
表
わ
す
に
適
す
る
か
。
彼
は
そ
れ
は
エ
ロ
キ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

ユ
ー
シ
ョ
ン
 
（
包
o
o
暮
δ
p
）
を
応
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
文
章
で
あ
る
と
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
脹

う
。
 
（
迫
遙
は
こ
れ
を
「
読
書
法
」
と
訳
し
て
い
る
）
そ
し
て
エ
ロ
キ
ュ
ー
シ

。
ン
を
応
用
出
来
る
文
章
は
、
西
洋
の
文
章
が
そ
う
で
あ
り
、
わ
が
国
の
も
の

で
は
三
馬
・
一
九
・
春
水
な
ど
の
俗
言
文
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
か
よ
う

に
虚
血
は
文
章
の
美
的
立
場
か
ら
言
文
一
致
体
を
主
張
し
た
の
で
、
し
た
が
っ

て
そ
れ
が
美
的
条
件
に
反
す
る
時
憶
言
文
一
致
も
不
可
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う

し
た
言
文
一
致
に
は
賛
成
出
来
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

 
世
間
普
通
の
言
文
一
致
論
は
、
ひ
た
す
ら
文
章
を
言
語
と
同
じ
く
其
儘
あ
り

 
の
ま
～
に
篤
せ
よ
と
申
せ
ど
、
予
は
其
様
な
る
事
は
申
さ
ず
。
唯
読
書
法
を
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応
用
し
得
べ
き
（
即
ち
感
情
を
表
明
し
得
べ
き
）
活
き
た
る
文
章
を
も
の
し

 
て
よ
と
乞
ふ
也
。
た
と
へ
文
章
が
言
葉
の
如
く
、
文
句
こ
と
ご
と
く
俗
語
な

 
れ
ば
と
て
、
感
情
い
ち
じ
る
し
く
現
は
れ
ず
も
あ
ら
ば
、
却
り
て
昔
風
の
文

 
章
に
も
劣
ら
ん
。
蓋
し
感
情
を
表
明
す
る
の
手
段
は
輩
に
俗
語
の
儘
懐
し
い

 
だ
す
と
い
ふ
唯
一
の
手
段
に
の
み
限
ら
ざ
れ
ば
ハ
只
管
言
の
ま
㌧
文
を
な
す

 
は
そ
も
そ
も
狭
隆
な
る
了
見
方
な
り
。

迫
遙
の
言
文
一
致
体
論
は
、
そ
れ
が
感
情
を
表
現
す
る
便
利
だ
か
ら
と
い
う
点

に
あ
る
の
で
「
余
は
決
し
て
言
文
一
致
を
妄
に
主
張
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
否

言
文
一
致
と
い
ふ
こ
と
は
予
が
主
眼
と
す
る
こ
と
に
あ
ら
ず
。
唯
感
情
を
表
明

す
る
を
も
て
文
辞
の
主
体
な
り
と
心
得
べ
し
と
い
ふ
也
」
と
い
う
の
が
彼
の
結

論
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
迫
遙
の
見
解
は
早
く
既
に
彼
の
「
小
説
神
髄
」
の

中
の
小
説
の
文
体
を
論
じ
た
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
（
小
説
神
髄
の

発
行
は
明
治
十
八
年
九
月
で
あ
る
が
脱
稿
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
二
年
前
で
、
そ

の
後
時
々
訂
正
し
た
も
の
と
い
う
）

 
「
小
説
神
髄
」
下
巻
「
文
体
論
」
に
於
て
彼
は
従
来
用
い
ら
れ
た
小
説
の
文

体
を
雅
文
体
、
俗
文
体
、
雅
俗
折
衷
体
の
三
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短
に

つ
い
て
論
じ
た
が
、
俗
文
体
は
世
話
物
語
に
適
し
「
情
文
讐
つ
な
が
ら
相
適
ひ

て
、
す
こ
ぶ
る
精
妙
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
そ
れ
と
て
幾
ら
か
雅
文
体
を
斜
酌
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
第
一
豪
宕
な
情
景
を
写
し
出
す
に
は
現
在
の
俗
文
体
で

は
困
難
で
あ
る
と
言
い
、

 
故
に
お
の
れ
は
断
じ
て
い
へ
ら
く
、
俗
言
を
も
っ
て
物
語
の
詞
を
寓
す
は
妨

 
害
な
し
、
但
b
他
の
文
に
い
た
り
て
は
（
我
が
國
の
俗
言
に
一
大
改
良
の
行

 
は
れ
ざ
る
あ
ひ
だ
は
）
俗
言
を
も
て
爲
す
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
是
れ
が
為
に
物

 
語
の
進
歩
を
さ
ま
た
げ
ん
か
と
恐
る
れ
ば
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

迫
遙
の
「
新
文
章
論
」
に
於
け
る
言
文
の
一
致
体
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
こ
の

「
小
説
神
髄
」
の
文
体
論
と
同
じ
見
地
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
物
集
高
見
と
坪
内
遣
遙
の
言
文
｝
致
論
は
前
者
が
重
点
を
伝
達
（
O
o
日
目
-

二
巳
0
9
一
8
）
に
置
き
後
者
が
文
章
美
に
置
い
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

つ
ま
り
言
語
学
的
立
場
と
美
学
的
立
場
の
相
違
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
言
文
一

致
体
が
後
の
文
体
を
決
定
し
た
の
は
、
言
文
二
途
を
行
く
こ
と
が
伝
達
に
不
便

で
あ
っ
た
こ
と
㌧
、
言
文
一
致
体
が
遣
遙
の
希
望
す
る
よ
う
な
感
情
や
情
緒
を

表
現
す
る
に
遺
憾
な
き
ま
で
に
発
達
し
て
来
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
言

文
一
致
論
に
、
そ
れ
が
た
ゴ
伝
達
の
便
利
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
文
章
表
現

の
美
的
要
求
を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は

注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
な
お
「
新
文
章
論
」
で
も
敬
語
法
は
言
葉
を
冗
長
に

レ
文
勢
を
損
ず
る
か
ら
記
事
体
、
叙
事
体
、
辮
論
体
の
文
章
に
は
不
適
当
で
あ

る
と
物
集
高
見
と
同
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
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